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人流・物流対策と都市の防災・安全対策 
           の推進について 

～ (都) 南部幹線及び (都) 西片西宮線整備事業 ～ 

 

 
 

 （都）南部幹線【１工区～２工区～３工区】 （令和６年７月撮影） 

 

令 和 ７ 年 ７ 月 

熊 本 県 八 代 市 

南川 → 

至 
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１工区 
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３工区 

県施工（事業中） 

２工区 
市施工（供用済） 

前川 → 

至 
八代南 IC 



 

本市の街路事業につきまして、平素よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

本市は、『しあわせあふれる ひと・もの交流拠点都市“やつしろ”』を将来像

に掲げ、高速道路、九州新幹線、八代港という交通・物流基盤をフル活用し、世

界とつながる『熊本の副都心づくり』を進めているところです。これらの交通・

物流基盤を補完し、広域的な交通ネットワークを形成する都市計画道路の整備は、

市民の安全で快適な暮らしを支えるとともに、本市が、『人と企業に選ばれる都市』

として持続的に発展していくため、重要な施策であります。 

また、本市では、平成２８年熊本地震や令和２年７月豪雨災害において、道路

が甚大な被害を受け、避難路の確保や救助活動・医療搬送・物資輸送に深刻な影

響を及ぼしました。そのため、多重性・代替性のある広域的な道路の確保、すな

わち『命の道』となる都市計画道路の早期整備が必要不可欠です。 

さらに、コロナ禍からの脱却が進み経済社会活動が正常化する中で、消費や設

備投資などの内需を中心に景気は緩やかに回復傾向にあるものの、物価や人件費

は高騰しており、産業活動の効率や競争力を向上させるためには「生産性向上に

資するインフラ整備」が不可欠であります。 

つきましては、（都）南部幹線及び（都）西片西宮線の整備予算の安定的な総額

確保について、特段のご配慮を賜りますよう要望いたします。 

 

（都）南部幹線 

本路線は、重要港湾八代港と南九州西回り自動車道八代南ＩＣ及び国道３号を

結ぶことで、人流・物流ネットワークの強化に資するとともに、中心市街地と南

部市街地や臨海部を結ぶ都市軸にも位置付けられる重要な幹線道路です。 

現在、本市と熊本県が連携して整備を進めており、区間内には、球磨川、南川、

前川の一級河川が流れ、南川を跨ぐ２工区１，０３８ｍは、市施行により平成２

９年３月に供用開始を図ったところです。 

起点側の前川を跨ぐ１工区９６５ｍは、県施行により平成２８年度から事業に

取り組まれており、球磨川を跨ぐ葭牟田町～植柳下町工区（※３工区）７２０ｍ

についても、令和４年度から事業に着手されております。 

現在、１工区の橋梁工事が本格化しており、３工区についても、今後、用地買

収や建物補償の実施を予定されており、安定的で多くの事業費を必要とします。 



 

（都）西片西宮線 

本路線は、南九州の主要な交通結節点である九州新幹線新八代駅と国道３号を

結ぶことで、観光や産業などの地域振興に寄与するとともに、東部市街地の都市

軸にも位置付けられる重要な幹線道路です。 

本市が平成２０年度から事業に取り組み、平成２９年４月に１工区３６０ｍ、

令和５年６月に２工区３５０ｍの供用開始を図ったところです。 

３工区３１０ｍについても、令和４年５月に事業認可を取得し、令和１０年度

末の全線供用開始を目標に、事業に取り組んでおります。 

今後、事業を推進するにあたり、大型の住宅・店舗の移転補償や国道３号との

交差点改良など、多くの事業費を必要とします。 
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